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１．緒言

鹿児島湾の魚類水揚量は昭和27年には約270万賞と推定されている．魚種別にはタレク
チ，ウルメ，マイワシ，小アジ，小サバ，キビ等が主位を占め，之等魚類の魚獲量は総額
の７０％余に達して，その増減は湾内漁況の豊凶を左右する程重要なものである．
昭和28年の漁況は前年に比して，かなり魚種別Ｄ変動が認められるが，此の内ウルメ，
マイワシの漁場変異と湾内部に於ける漁獲量の減少は特異な現象を示している．即ち湾外
の隣接海区である枕崎一川尻沖合に於て春期以来小羽，中羽のウルメ，マイワシが近年稀
に見る豊漁であったにも不拘湾内は極めて不振に終り，秋期湾口の神瀬周辺に於て好漁を
現出した際も漁場は湾口の一部に限られて終った．

この様な湾内の漁況変動の原因については諸説があるが，ウルメ，マイヮシは或期間湾
内に来勝棲息し後湾外に逸散する魚であるから，来淋時期の海況は特に漁況と密接な関係
にあることが容易に推察される．

筆者等は絃では28年の毎月の観測結果から得られる海況諸因子と漁獲量との関係を取り
扱ってその直接の変動要因を考察した．

１１．ウルメ・マィヮシ漁況

鹿児島湾内で小羽マイワシの初漁があるのは例年４月上旬乃至４月下旬であり，ウルメ
は梢息遅れて６月頃から漁獲される．マイワシの初漁期に於ける漁獲量は極めて少く，漁
期は大体６～12月とみるのが至当であり，盛漁期は８～11月の中羽の時期である．
漁具は八田網（底敷網煩）を主とし，牛根方面に於ては一部に地曳網も使用されている．
しかし地曳網による漁獲匙は少い、

ウルメ，マイワシは混獲される場合が多く，魚種別に漁場の相違は認められない．

漁期別の漁場は第１図に示す．図によって漁場を大別すると知林島以南（Ａ海区)，桜島
一知林島間（Ｂ海区)，桜胤以北（Ｃ海区）に分けて考えられる．
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Fig.２CatchofSardineandRoundherringiｎ
ＫａｇｏｓｈｉｍａＢａｙｆｒｏｍｌ９５２ｔｏｌ９５３．
Ａ：SouthernPartofTirinzima
B：NorthernPartofTiringEim旬

×：1952,.：1953,...：roundheming，－：Sardine

Ｃ海区は夏季にマイワシの漁のある年も

あるが漁獲量は極めて少い、

Ｂ海区は漁場が多く，古江一高須沖水深

15～20ｍで４～５月小羽マイワシの初漁が

ありその後引続き秋期までウルメ，マイワ

シが他の魚種と混獲される．此の海区の主

漁場は沖之島東側海域（水深60～150ｍ）

及び谷山一喜入沖合（水深40～80ｍ）で

あって，漁期は６～10月，盛漁期は８～９

月である．

Ａ海区は３海区中漁獲蛍は最も多く，大

根占一大浜沖（水深50～100ｍ）と神瀬周

辺海域（水深60～100ｍ）が主漁場となり，

漁期は７～12月である．盛漁期は10～11月

で中羽ウルメ，マイワシを目的とする．

２８年の湾内漁況は，Ｃ海区に於ては６月

牛根沖漁場で小羽マイワシ３干貫を漁獲し

ている．

Ｂ海区は全般に不漁で，第２図に示す通

り27年の漁獲高に比しマイワシ，ウルメ共

に著しく減少している．特に６～８月にこ

の傾向が大きい．

Ａ海区は７～９月は27年より梢＆低下し

ているが，１０～11月には濃密な魚群が湾口

周辺に来溝して，２７年を上廻る好漁を現出

し，１２月にも相当の漁獲があった．

湾内だけについての漁獲高は正確な資料

がないため，八田網の主根拠地牛根，浜之

市，谷山，喜入，今和泉，山川，赤水，海

潟，古江，大根占の各漁協の推定漁獲量に

基いて，知林島以南の湾口漁場肢'と知林島

以北の湾内部漁場註2別の，月別の漁盤高を

調べ第２図に示した．之に依ると湾内部の

漁穫蹴はマイワシとウルメの魚種別差は少

いが，湾口漁場ではウルメが著しく多いこ

とが目立っている．これはウルメが外洋性

魚であるためであろう．尚統計の中には湾

註１．

註２．

山川，今和泉，大根占，古江の各網．
牛根，浜之市，谷山，赤水，喜入，海
潟の各網．
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外漁獲の分も一部含まれておることを附記する．

Ⅱ1．水温ｂ塩分分布の季節的変動

沿海の海況諸要素は概して時間的変動が大きく，鹿児島湾に於ても1951年７月の定線観
測結果について高橋(3)は水温，塩分の変動が５０ｍ以浅で最も大きく，無視し得ないもの

であると報告している．従って従来の観測資料では厳密な意味の水温，塩分の分布は判定

し難いものと考えるが，大体の傾向を知る意味で1953年４～１２月の毎月上旬に於ける観

測結果中特にウルメ，マイワシの漁雄水深や棲息水深く')と関係の深いことが予想される５０

ｍ届と１０ｍ層の水平分布を第３～第６図に示した．

之によって時季別の分布状況を承ると大体次の様な特徴を認める．

４～５月は16℃，１８℃の各等温線と34.4％，34.5別の等塩線が見られ，一般に低温，

高蛾で上層（10ｍ層)，中層（50ｍ届）に外洋性の高鹸水が流入している様に窺われる．

1930年３月下旬に於ける春風丸の観測結果(2)と４月を比較すると塩分は殆んど相異を認め

ないが，水温は上中層共28年の方が全般的に１．Ｃ低い．

６～８月は上層が夏型の高温（21～28°Ｃ）となっているのに対して中層は前月に比して

水温の上‘拝が見られず依然１８～19℃の冷水が出現している．塩分縦一般に低く，31.0～

33.0船の等塩線が上層にあり，中脚次８月に34％の高餓線が湾口から桜島南側までのび

て湾内全般に高蛾となっているが，その他ば32.5脇，33.0脇の低餓線が見られる．垂水

沖に於ける1951年７月の観測結果(鋤をふると，上層は1953年７月の値と略Ｅ同程度であ

るが，中層は水温18.52.～19.76°Ｃ，塩分33.68～34.15脇の範囲で共に２８年より梢E高か

ったことが判る．此の３ヶ月間は表層は河川水や沿岸性水の勢力が最も強く，この影響は

中層にも及んでおり，中層水は依然低温であり，外洋水の勢力の岐も弱かった事が推察さ

れる．

９～11月は９月の上層に於て年間の最高を示す29°Ｃの等温線が湾口大隅半島側寄りに見

られる．１０～１１月の上層は共に２３｡～26℃の高温線が現われ，９～11月の中層も前月に比

して水温は著しく上昇して２３．～25°Ｃの等温線が見られる．塩分は上層は梢隠低餓な３３．０

～33.5％の等塩線があるが，中届ば33.5%6,34.0％と高餓線も見られる．即ち秋期の３

ケ月は水温は上中層共に高温となり,塩分戒上層で梢こ低いが中層は34.0％の高繊線が１０

月，１１月に湾口附近に認められ，外洋水の勢力が逐次強勢に向っていることが窺われる．

１２月は水温は湾内部の桜島南北に１９℃の等温線が上中層に見られるが，大体として

18.5°Ｃの等温線が湾口から湾奥部まで縦通しており，上中層の水温勾配は殆んどない．塩

分は桜島南側まで34.0％の等塩線が上層に，叉34.4脇の高賊線が中層に見られ，此の

月は冬型の低温となっているが極めて高鹸で湾内部まで外洋水の影稗が認められる．

総体的には黒潮流の高雌水が相当湾の奥部まで行っておるが,Ｊ１別にその勢力には消長

があって，６～８月に最も弱く，９月頃より逐次強勢に向っていることが推察される．

ウルメ，マイワシ漁況の最盛期汰秋期に於ける外洋水の勢力の増強と良く一致している
ことが認められる．

β

６～８月のにP層水は水温の上昇が見られず低温であった事は注目すべき事である．

海水は大体に於て湾口と大隅半島側に高温高蛾部が見られる点では各月共略息一致した

傾向を持っており，このことは春風丸の観測結果によって推定されている様に，外洋水が
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大隅半島側沿いに湾内に流入しているものと考えられる．

１Ｖ．漁況と漁場附近の水温・塩分との関係

２８年秋漁期にウルメ，マイワシの好漁場となった神瀬周辺の盛漁期（10～11月）に於け

る海況は，前項でのべた通り外洋水の勢力が強く，上中層の水温は２３。～26°Ｃの範囲であ

る．臨分ば３３～34脇の範囲であって，特に中層は３４脇以上で漁獲は多かった．

次に湾内の例年の好漁場であり，２８年に極めて不漁に終った沖小脇東側から海潟沖合に

至る漁場及び谷山一喜入沖漁場の８～９月に於ける漁獲位綴と水温，塩分の分布状況をみ

ると，８月は沖小島周辺で漁獲ば殆んどなく，谷山沖漁場では水深４０～50ｍの比較的浅

所で漁獲があった．９月は海潟寄りの水深６０～170ｍの海区と谷山沖の４０～80ｍ水深の

海区で前月に比し多獲されている．

即ち之等の漁場戒８月は中岡冷水帯を避けて比較的浅海で漁礎があり，９月は沖小島漁

場に於ては２３･Ｃの等i､線、範囲内，谷i１１沖漁場では22.Ｃ程度の水城で漁獲のあった事が

判る．塩分は両漁場略旦同じく，８月は３４脇，９月は上屑３２別，中層３３珊位となって

いる．

適正水温範囲は漁期や魚体の大きさ或は漁場別によって相異(．､が見られるので，湾口の

磯漁期の海況条件が上記漁場、盛漁期かそれと同じであることが呼漁を来たすものである

とは云えない．しかし以上、結製並びに従来Ｄ漁獲群通水冊3)，塩分等を綜合考察すると，

中層水温１７｡～18°Ｃ程度は中羽マイヮシ，ウルメの漁獲適水温としては低すぎる様であり．

湾内不漁の原因の一つとなっているものと推察される．

Ｖ・総括

1953年４月より１２月に至る鹿児島湾内のウルメ，マイワシ漁況と海況との関係を考察

した．漁期は６～１２月であり，主漁場ば湾内（沖小島東側海区，谷山一喜入沖海区）と湾

口（大根占一大浜沖海区，神瀬周辺海区）に別れ，水温１７｡～28℃，塩分３２～34％の範囲

の水域で漁雄がある．

神瀬周辺海区の盛漁期は１０～１１月で，水温２３｡～26℃，塩分３３～34脇の範囲である．

ウルメ，‐マイワシの漁獲量の変動ば沿岸水と外洋水の勢力の消長と関係が認められ，高

温，高蛾な外洋水の勢力の強い水域に漁獲が多い．

６～８月の湾内漁場は５０ｍ届にｒ７動～18℃の冷水が見られ，不漁であった．

終りに湾内観測に協力された鹿児島水産指導所の各位並びに調査に際し御援助を賜った

鹿児島湾内各地の漁業協同組合の方為に併せて感謝の意を表する．
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